
【R4】復習シート 中学校２年 国語（言葉） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【 

言
葉
の
単
位
を
理
解
す
る
問
題 
】 

１ 

次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
正
し
く
文
節
を
わ
け
て
い
る
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

レ
ベ
ル
８ 

ア 

昨
日
も 

遅
い 

時
刻
ま
で 

部
屋
で 
学
習
し
て 

い
た
。 

 

イ 

昨
日
も 

遅
い 

時
刻
ま
で 

部
屋
で 

学
習 

し
て 

い
た
。 

 

ウ 

昨
日
も 

遅
い 

時
刻
ま
で 

部
屋
で 

学
習 

し
て
い
た
。 

   

【 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
理
解
す
る
問
題 

】 

２ 

次
の 

 

線
部
の
文
節
・
連
文
節
ど
う
し
の
関
係
を
選
択
肢
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル
９
・
10 

  

⑴ 

私
は
、 

何
と
な
く 

不
安
を 

覚
え
た
。 

  

⑵ 

今
日
は
寒
い
の
に
、
薄
着
で
過
ご
し
た
。 

  

⑶ 

新
し
い 

お
家
は 

明
る
く
て 

き
れ
い
だ
。 

  

⑷ 

宿
題
は 

済
ま
せ
て 

お
い
た
の
で
、 

ゆ
っ
く
り 

休
日
を 

楽
し
め
た
。 

            

復
習
シ
ー
ト 

第
二
学
年 

国
語  

組 

番

号 

名

前 

ア 

主
語
・
述
語
の
関
係 

 
 

 
 

イ 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

ウ 

並
立
の
関
係 
 

 
 
 

 
 
 

エ 

接
続
の
関
係 

オ 

補
助
の
関
係 
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復
習
シ
ー
ト 

第
二
学
年 

国
語  

組 

番

号 

名

前 

ア 

 
模
範
解
答 

ア 

主
語
・
述
語
の
関
係 

 
 

 
 

イ 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

ウ 

並
立
の
関
係 
 

 
 
 

 
 
 

エ 

接
続
の
関
係 

オ 

補
助
の
関
係 

エ ア ウ オ 

「
○
○
す
る
」
は
一
単
語
。
そ
の
た
め

文
節
で
も
切
ら
な
い
。
「
○
○
し
て 

 
 
 

・
い
る
」
は
補
助
の
関
係
で
二
文
節
。 

⑵ 

「
今
日
は
寒
い
の
に
」
が
接
続
部
で
「
薄
着
で
過
ご
し
た
」
と
い
う
述
部
に
接
続
し
て 

 

 
 

い
る
。 

⑶ 

「
明
る
く
て
き
れ
い
だ
」
は
、
「
き
れ
い
で
明
る
い
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。 

⑷ 

「
お
く
」
は
「
置
く
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い

る
。 


